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(論文内容の要旨)

この論文では,音声基本周波数(FO)制御ﾓﾃﾞﾙの-つである藤崎ﾓﾃﾞﾙを用いたFO制

御規則の自動抽出およびその応用について述べている.

音声合成ｼｽﾃﾑにおいて,適切なFO制御は合成音声の自然性向上に重要である.従

来は,合成ｼｽﾃﾑに用いられるFO制御ﾒｶﾆｽﾞﾑの構築は,多数の音声ﾃﾞ-ﾀのFOﾊﾟ

ﾀ-ﾝを調べることにより経験的に行われていた.よって,音声ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽに含まれる

FO制御のﾒｶﾆｽﾞﾑを自動的に抽出する手法が確立できれば,より客観的なFOの制御が

できるようになり,ひいてはFO制御を要素技術とする音声合成ｼｽﾃﾑの自動構築に有

効となる.このﾓﾃﾞﾙの代表的なものとして,藤崎ﾓﾃﾞﾙがある.藤崎ﾓﾃﾞﾙは,英語,

日本語,ﾄﾞｲﾂ語など様々な言語に適用され,その有効性が広く知られている.この論文

では,藤崎ﾓﾃﾞﾙを用いたFO制御規則の自動抽出方法を提案している.音声ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-

ｽ中のFOﾊﾟﾀ-ﾝをもとに藤崎ﾓﾃﾞﾙ･ﾊﾟﾗﾒ-ﾀを抽出する際には,仝てのﾊﾟﾗﾒ-ﾀ

値を徐々に変えてFO推定値の誤差が小さくなるﾊﾟﾗﾒ-ﾀの組合せを逐次求めるという

多大な計算時間を要する方法が-般的に用いられてきた.この論文では, J｣､oBIﾗﾍﾞﾙな

どからの藤崎ﾓﾃﾞﾙ･ﾊﾟﾗﾒ-ﾀの初期値の設定,藤崎ﾓﾃﾞﾙ･ﾊﾟﾗﾒ-ﾀの効率的な計

算手法を提案している.このFO制御規則の自動抽出手法により,ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽからのFO制

御規則も比較的容易に抽出できるようになったため,大量の音声ﾃﾞ-ﾀに基づく韻律ﾓﾃﾞ

ﾙの研究-の道も開かれた.

FO制御規則の完全な自動抽出には,発声に関する様々到盲報も必要である.それらの情

報仝てが自動的に得られるようになれば,制御規則の完仝自動抽出も可能となる.発話に

関する情報として,ｱｸｾﾝﾄ句境界など,韻律的な境界位置の情報が挙げられる.韻律

境界の自動付与は, FO制御規則抽出の自動化を進めるためだけではなく,人為的な判断に

ょる付与位置のばらつきを抑制する意昧でも重要である.このような観点から,韻律境界

の自動付与手法も提案している.



氏名 平井俊男

(論文審査結呆の要旨)

この論文では,音声基本周波数(FO)制御ﾓﾃﾞﾙの-つである藤崎ﾓﾃﾞﾙを用いたFO制

御規則の自動抽出およびその応用について述べている.

音声合成ｼｽﾃﾑにおいて,適切なFO制御は合成音声の自然性向上に重要である.従

来は,合成ｼｽﾃﾑに用いられるFO制御ﾒｶﾆｽﾞﾑの構築は,多数の音声ﾃﾞ-ﾀのFOﾊﾟ

ﾀ-ﾝを調べることにより経験的に行われていた.従って,音声ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽに含まれる

FO制御のﾒｶﾆｽﾞﾑを自動的に抽出する手法が確立できれば,より客観的なFOの制御が

できるようになり, FO制御を要素技術とする音声合成ｼｽﾃﾑの自動構築に有効である.

音声ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽから得られたFO制御のﾒｶﾆｽﾞﾑは,発話内容の言語的情報をFO制

御ﾊﾟﾗﾒ-ﾀに変換するための｢規則｣と捉えることができる.制御規則を効率良く抽出

するためには,少ないﾓﾃﾞﾙ･ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ数でFOﾊﾟﾀ-ﾝを数値化できるFO制御ﾓﾃﾞ

ﾙを選択することが重要である.そのようなﾓﾃﾞﾙとして,藤崎ﾓﾃﾞﾙを取り上げている.

藤崎ﾓﾃﾞﾙは,様々な言語に適用されて有効性が確認されている.しかしながら､藤崎ﾓ

ﾃﾞﾙのﾊﾟﾗﾒ-ﾀの自動抽出は極めて困難であった.この論文では, JJoBIﾗﾍﾞﾙなどを

利用したFO制御規則の半自動抽出方法を提案している. FO制御規則の半自動抽出手法が

確立されたので,ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽからのFO制御規則も比較的容易に抽出できるようになり,

大量の音声ﾃﾞ-ﾀからの韻律分析に基づく韻律ﾓﾃﾞﾙ化の新たな研究への道も開かれた.

とくに音声規則合成ｼｽﾃﾑなどに対する波及効果は､極めて大きいと考えられる.

FO制御規則の完全自動抽出には,発声に関する様々到盲報が必要である.それらの情報

全てが自動的に得られるようになれば,制御規則の完全自動抽出も可能となる.発話に関

する情報として,ｱｸｾﾝﾄ句境界など,韻律的な境界位置の情報が挙げられる.韻律境

界の自動付与は, FO制御規則抽出の自動化を進めるためだけではなく,人為的な判断によ

る付与位置のばらつきを抑制する意味でも重要である.このような要求に基づき,本論文

では韻律境界の自動付与手法も提案している.

以上述べたように, FOなどの韻律の安走した自動抽出を可能にした本論文の音声分析､

音声規則合成の分野-の貢献は,極めて大きい.平成1 4年7月3 0日に開催した公聴会

の結果も参考にして､本博士論文の審査を行か1､本論文は博士論文(工学)の学位論文

として十分な価値があるものと判断した.


